
（検査員）（検査員）（検査員）（検査員）
考 査 項 目 別 運 用 表（解体工事）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｅ

３．

出来形及び

出来ばえ

Ⅰ．出来形

出来形の測定が、必要な

測定項目について所定の

測定基準に基づき行われ

ており、下記の「評定対

象項目」の６項目以上が

該当する。

出来形の測定が、必要な

測定項目について所定の

測定基準に基づき行われ

ており、下記の「評定対

象項目」の５項目が該当

する。

出来形の測定が、必要な

測定項目について所定の

測定基準に基づき行われ

ており、下記の「評定対

象項目」の４項目が該当

する。

出来形の測定が、必要な

測定項目について所定の

測定基準に基づき行われ

ており、下記の「評定対

象項目」の３項目が該当

する。

出来形の測定が、必要な

測定項目について所定の

測定基準に基づき行われ

ており、ａ～ｂ’に該当

しない。

出来形の測定方法又は測

定値が不適切であったた

め、監督職員が文書で指

示を行い改善された。

出来形の測定方法又は測

定値が不適切であったた

め、検査職員が修補指示

を行った。

「評価対象項目」

出来形管理が容易に把握できるよう、出来形管理図及び出来形管理表を工夫していることが確認できる。

不可視部分の出来形が写真で確認できる。     

  写真管理基準の管理項目を満足している。

不可視部分の出来形値が、写真と測定結果一覧表で一致していることが確認できる。

出来形確認が、適切な時期に、適切な方法で行われていることが確認できる。

出来形管理基準が定められていない工種について、監督職員と協議の上で管理していることが確認できる。

社内の管理基準に基づき管理していることが確認できる。

その他

理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　

（減点）該当すればｄ評価とする。

・出来形の管理に関して、監督職員が文書で指示を行い改善された。

（減点）該当すればｅ評価とする。

・出来形が不適切であったため、工事請負契約書第31条に基づく修補指示を検査職員が行った。

ｂ ｂ’ ｃ ｄ



（検査員）（検査員）（検査員）（検査員）
考 査 項 目 別 運 用 表（解体工事）

考 査 項 目 細　　別 ｅ

３．

出来形及び

出来ばえ

Ⅱ. 品質

品質関係の測定方法又は

測定値が不適切であった

ため、監督職員が文書で

指示を行い改善された。

品質関係の測定方法又は

測定値が不適切であった

ため、検査職員が修補指

示を行った。

該当 評価 「評価対象項目」

分別、再資源化を適切に実施している。

施工計画書に定められた計画により管理されている。

廃棄物の処理が適切である。

評価値 不可視部分の写真記録が適正である。

% その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

判断基準ランク

①　「対象」欄にチェックボックスがある項目は、評価すべき項目の場合にチェックし、評価すべき項目でない場合は空白のままとする。

②　削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率(％）計算の値で評価する。

③　評価値（　　　％）＝（評価数／対象評価項目数）×100

④　評価対象項目数が２項目以下の場合は、全て該当してもｃ評価とする。

　　ｂ：品質が特に良好である。　ｂ’：品質が良好である。　ｃ：品質が適切である。

　　　該当項目が90％以上・・・・ ｂ

　　　該当項目が75％以上90％未満・・・・ ｂ’

　　　該当項目が75％未満・・・・ ｃ

　　　　

ｄ

①「評価対象項目」のうち、該当する項目の□をクリックする。

②評価数を母数として、比率(％)で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）

④なお、評価対象項目数が２項目以下の場合はｃ評価とする。



（検査員）（検査員）（検査員）（検査員）

考 査 項 目 別 運 用 表（解体工事）

考 査 項 目 細　　別 ａ ｂ ｃ ｄ

３．

出来形及び

出来ばえ

Ⅲ．出来ばえ 優れている。 やや優れている。 他の評価に該当しない。

●評価対象項目

きめ細やかな施工がされている。

既存部分や関連設備との調整がなされている。

取り壊し後の整地等仕上がりの状態が良好である。

取り壊し対象（リサイクル材、産業廃棄物等）の散乱等がなく処理が適切である。

●判断基準

該当４項目・・・・・・ａ

該当３項目・・・・・・ｂ

該当２項目・・・・・・ｃ

該当１項目以下・・・・ｄ

劣っている。


